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夏キャベツの結球に及ぼすＮＡＡの影響
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に５００１～6001である）．

④球はやや甲高の偏平で鮮かな濃緑色をおびていろ．

Ｉ．はじめに

キャベツは品種，作型等の分化により，周年栽培が可

能になってきたにもかかわらず，沖縄での夏場はその供

給の大半を本土の高冷涼地に依存しており，地元での栽

峅は極めて少ない．

夏場の高温長日により，栄養生長が盛んで，外葉のみ

が異常に発達するために結球開始時期が遅れ，球のしま

りが悪く，球が著しく小玉となる．これらのことが沖縄

での夏キャベツ栽培を困難にしている大きな原因ともな

っていろ．

従来これらの対策としてカンレイシャ使用による111［

光，温度調節，および窒素肥料の制御による結球の促

進，潅水調節等の方法がとられるが，未だ十分な効果を

上げていない状況にある．

結球の原理はロゼット現象としてとらえられることか

ら判断すれば，既述の方法も当を得たものと思われる

が，それらの結果をより確実にするために，キク科植物

等にロゼットを誘起するＮＡＡについての使用等も考え

られろ．ＮＡＡの夏キャベツに対する結球促進の効果に

ついては，当銘(1974)の報告があるが(1)，本報は，その

効果の再確認と処理回数の検討，さらにはＮＡＡ処理に

よる球の充実，球形への影響について調査を行なったも

のである．

２方法

1975年７月17日に室温下で４～521,11催芽処理後播種し

た．ジーフィスポットで40日育苗の後，本葉５～６枚期

に64個体を旧農学部ビル屋上の砂床に定植した．

ベットは０８×７腕（5.6〃）で，１０”厚さの砂の上に

黒色不織布を敷き，その上に砂を５”のせた構造で，屋

上使用による砂栽培の１慣行型とした(5)（図Ｉ）．砂は市

販の海砂で約１か月雨ざらしの後使用した．

（単位腕）
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定植は２列40×40帥の間隔で植付け，調査区はＮＡＡ

５０ｐｐｍ，１００ｐｐｍをそれぞれ１回区，２回区，３回

区に分け，さらに対照区の７区を設定した．

処理はハンドスプレーで葉全体がぬれる程度の全面散

布とした．散布量は１回目１個体につき約15cc，２回目

20cc，３回目30ccであった．

処理は１回目を1975年９月22日，本葉９～10枚期に，

２回目を１週間の間隔をおいて９月29日，本葉11～13枚

期に，３回目は濃度障害が予想されたので，２週間の間

隔をおいて10月13日，本葉14～15枚期に，それぞれ９ｲIiM

体ずつ処理した．

施肥は市販の住友液肥（リン安１号，２号）をそれぞ

１．実験材料及び方法

1．材料

長岡交配旱秋カンランを供試した．品種特性は次の通

りである(2)．

①耐暑性，高温結球性，耐乾性，耐病性にすぐれ切草

勢はきわめて旺盛で，日中の最高気温が37°Ｃ内外

の酷暑でもよく育ち作りやすい．

②６月まき，９月どり；７月まき，１０月どりに最適で

ある．

③定植後58日で１６ル9になる．（沖縄においては一般
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1４ 沖縄農業第15巻第１．２併号（1979年）

れ300倍にうすめて潅水を兼ねて行なった．育苗期は３

日に１回，定植後球の肥大期まで２日に１回，肥大期よ

り収穫期までは毎日施用した．

薬剤散布はアブラムシ，アオムシ，ヨトウムシ防除の

ためランネート，ＤＤＶＰを，ベト病，炭素病，軟腐病

予防のためにダイセン，ヒトマイシンをそれぞれ散布し

た．

調査は，１１月15日（定植後67日目）に行ない，結球節

位，結球童，球径（縦，横）について調査した．結球節

位については，完全にまききった葉までを結球葉とし，

それ以下を結球節位として調査を行なった．

気温，降水量のデーターは1975年７月下旬から11月中

旬まで沖縄気象台の記録を用い，気温は旬別の平均気温

とし，降水量は旬別の降水量の合計とした．

Ⅲ．実験結果

実験時の気温，降水量は図２に示した通りである．８

月中旬で約200〃"近い雨が降っており，処理を行なった

９月下旬～10月中旬にかけても約100鯛腕近くの雨が降っ

ている．気温については，９月中旬で27.9°Ｃと最も高

く，１１月中旬で22.3°Ｃと最も低い．
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図２那覇における旬別平均気温，降水量（1975.7.下～11.中）

1．結球節位に及ぼすＮＡＡの影響
回区で24.2節と最も高い効果を示している．５０ｐｐｍ１

回区は無処理区に比較して結球節位は増加しており，逆

の相様を呈している．処理回数については50ｐｐｍ，回

区を除けばいずれも有意差は認められない．

結球節位については図３に示した通りである．対照区

が平均31節であるのに対して50ｐｐｍ３回区では２８．１

節，１００ｐｐｍの各区においては25～24.2節と結球節位

が低下しており，有意差が認められ，特に100ｐｐｍ３
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図３結球節位に及ぼすNAAの影響
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２．結球童に及ぼすＮＡＡの影響

結球童については，図４に示した通りである．無処理

区の平均8571に対して，100ｐｐｍ２回区で105Ｗと増

加の傾向にあるが，有意差は認められない．結球節位と

同様に結球童においても50ｐｐｍ１回区は６２１１と無処

理区よりもかなり減少していろ．処理回数と結球童との

関係については，５０ｐｐｍ１回区を除けばいずれも有意

差は認められない．
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図４結球重におよぼすＮＡＡの影響

５．球の充実に及ぼすＮＡＡの影響 Ⅳ、考察

キャベツの球の形成を左右する環境要因として，温

度，日長，Ｎ肥料，土壌水分などが上げられ，これらの

要因が結球条件となる葉形，葉の立ちあがり，葉面積に

影響をおよぼしていろ(8)､(4)．また，結球のためのロゼ

ット現象は，低温短日で容易に行なわれるが，高温長日

条件下では起りにくい．ＮＡＡがキク科のロゼツト現象

をひきおこすことはすでに知られており，また，結球開

始の条件である葉の立ちあがりを誘起し，結球を促進す

ることも報告されていろ(1)．本実験でも処理後１週間目

から処理区において，いちじるしい葉の立ち上がりが見

られ（写真１，２），結球開始時が早められたことが確

認された．

結球節位におよぼすＮＡＡの影響については，５０ｐｐ

ｍ３回区で約３節，１００ｐｐｍの各区において約５～７

節の結球節位低下が見られた．このことは，ＮＡＡ処理

により，結球が早期に開始され，促進されたことを示す

ものと考えられろ．

５０ｐｐｍ１回区では結球節位増加にある．このことか

ら，本実験時のような雨の多い環境条件下で，しかも茎

葉の繁茂のいちじるしい場合は，５０ＰＰｍｌ回程度の処

理は，ＮＡＡが生長促進に作用したものと思われるが，

その点については再度の検討が必要である．

結球重におよぼすＮＡＡ処理の効果については，有意

差は認められなかったが，５０および100ｐｐｍの２～３

球の充実度をKotowskiの方法により算出した(3)．そ

の結果は表１に示した通りである．５０ｐｐｍ３回区，

100ｐｐｍ１回区で充実が悪く，５０ｐｐｍ２回区，１００

ｐｐｍ２回区，１００ｐｐｍ３回区で充実の傾向にある

が，いずれも有意差は認められない．

４．球形に及ぼすＮＡＡの影響

球形を横径／縦径の比で表わし，偏平か，腰高かの調

査を行なったその結果は表１に示した通りである．対

照区が偏平であるのに対して，処理区はいずれも腰高の

傾向にある．

表Ｌ充実球形に及ぼすＮＡＡの影響

調査区充実度指数球形比

対照区 6６．４

５１．５

６８．９

６５．７

６２．６

７２．５

７１．２

1．４４

１．３７

１．４０

１．３７

１．３５

１．３４

１．３３

１
２
３
１
２
３

５０ｐｐｍ

100

充実度指数答ｗ=球重ｃ－横径+縦径/２
球形比＝横径／縦径
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回処理区において，かなり増加の傾向にあり(写真６），

結球節位の低下による影響が現われたものと思われろ。

沖縄における夏キャベツの収穫は早期出荷が中心とな

るため，結球の進行状況によって判断されるが，本実験

における収穫期は無処理区が充実時点で行なわれたた

め，５０および100ｐｐｍの２～３回処理区の大半が裂球

を起し，収穫をかなり過ぎた状態にあった．したがっ

て，ＮＡＡ処理による結球促進効果は，収穫期を無処理

区に合わせたために軽減されたものと考えられ，経時的

結球童の調査が必要と思われたが，個体数の関係で十分

な調査は困難であった．なお，外見上から収穫可能な状

況に到達する日数は，５０および100ｐｐｍ２回区がとも

に早く，１０～13日以上の差があり，著しい結球促進効果

が認められた．

早秋カンランの特性としての球形は偏平であったのに

対して処理区はやや腰高の傾向にあったが，これはＮＡ

Ａ処理により結球節位が低下し，球の充実が早められ，

裂球寸前のものが多かったことによるものだと思われ

る（写真６）．

以上のことより降雨が多く過繁茂の場合は，１００ｐｐ

ｍの２回処理が効果的であると判断されろ．

５０ｐｐｍでも高い効果があるとの報告もあるが(1)，こ

の場合の結球童は４００１内外であり，本結果の９００１内

外と比べて２分の１以下の小玉となっていろ．これらの

相違は栽培環境，品種，処理時の栄養状態および処理時

期（日長温度）の違いによるものと考えられろ．

本実験においてＮＡＡ処理による結球節位低下，結球

促進，収穫の早期化等の再度の確認となり，実用上，か

なり効果的と云えるが品種別，時期別の漉度については

更に詳しい検討･も必要である．

Ｖ・摘要

ＮＡＡ処理がキャベツの結球節位，結球重球の充実，

および球形におよぼす影響について検討を行なった．

１．結球節位については100ｐｐｍ区で高い効果を示し

た．

２．結球童，球の充実については100ｐｐｍ２回区で高

い効果を示した．

３．ＮＡＡ処理による球形への影響はほとんどないもの

と考えられた．

４．処理回数については，２回および３回の間に差は認

められなかった．

５．窒素過多で過繁茂の場合，５０ｐｐｍ１回の処理は結

球に対してむしろ抑制的に作用する現象が認められ

た．

６．ＮＡＡ処理により10～13日内外収穫が早まることが

観察された．
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1．対照区（定植後43日目）の葉の立ちあがり

の状態

2．処理区（定植後43日目，処理後10日目）

の葉の立ちあがりの状態

蝿

3．対照区（定植後48日目）の結球の状態 4．処理区（定植後48日目、処理後15日目）

の結球の状態

貯榊:－蔓？

６．球の充実の状感5．肥大、充実期におけるキャベツの生育状態


